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評議員/山内陸文S高木不折

今年度を駆ける

工学部かわら版

工学研究科1号館完成!

新規御目見え紹介

工学部新装備を備えて未来へGO!

E学部改革

失学院重点化

[
平
成

8
年
度
の
抱
負
]

民
協

が
凶
が
別
府
紀
の
工
学
技
術
を
先

ヨ
ヨ

導
し
、
厳
し
い
先
進
諸
国
間
の
凶
際

競
争
原
理
に
お
い
て
引
き
続
き
存
続
を
阿
る

中
で
、
位
界
に
・貢
献
す
る
指
導
的
な
「
高
級
技

術
者
・
研
究
者
」
の
育
成
を
質
的
円
以
的
に
充

実
・
拡
大
し
て

い
く
こ
と
は
、
基
幹
大
学
工

学
系
宇
部
と
し
て
の
名
古
屋
大
学
工
学
部
の

使
命
で
あ
る
。・

欧
米
先
進
諸
問
に
互
し
て

行
く
た
め
に
は
、
欧
州
・
米
同
・
日
本
の
腔

界
の
三
板
関
係
を
維
持
し
つ
つ
、
駅
界
を
リ

PRE 

5 

DATA BOX 
学科長・専攻主任名簿/各種委員会一覧/学生数 7 

ー
ド
す
る
独
創
的
な
先
端
研
究
の
セ
ン
タ
ー

を

H
指
し
た
環
脱
出
整
備
が
必
須
と
な
る
。
こ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
本
学
で
は
、
名
古
屋
大

学
工
学
部
独
内
の
流
動
型
大
学
院
シ
ス
テ
ム
(
領

域
専
攻
群
、
複
合
専
攻
群
、
併
知
一講
俺
)
を
導

入
し
、
全
て
の
教
行
研
究
の
組
織
を
学
部

か
ら
大
学
院
研
究
科
に
移
行
す
る
組
織
改
革
(
大

学
院
弔
点
化
)
を
断
行
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
大
学
院
直
点
化
計
耐
は
、
平
成

6
年
度
か
ら

4
カ
年
計
州
で
始
ま
り
、
平
成

7
年
度
で
ほ
ぼ
計
州
の
半
ば
を
終
了
し
、
我

が
国
の
先
端
研
究
高
等
教
育
の

C
O
E
(
セ

ン
タ
ー
-
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン
ス
)
「
卓
越
し

た
研
究
拠
点
」
の
形
成
を
目
指
す
名
古
屋
大
学

工
学
部
の
機
椛
・
組
織
改
革
も
最
終
段
階
を

迎
え
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
技
が
同
の
科
学
技
術
政
策
の
総
合

的
な
椛
進
を
け
指
し
た
、
「
科
学
技
術
基
本
法
」

が
、
平
成

7
年
日
月
に
制
定
さ
れ
、
新
産
業

の
創
製
、
大
予
の
研
究
部
動
の
活
性
化
を
推

進
す
る
「
科
学
技
術
基
本
計
画
」
が
作
成
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
科
学
技
術
庁
の
科
学
技
術
振
興

調
整
費
や
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
等
も

大
幅
に
附
加
さ
れ
、
そ
の
他
省
庁
の
産
・
官
・

学
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
へ
の
研
究
・

開
発
予
算
等
の
投
入
の
大
幅
削
加
も
計
附
さ
れ
、

大
字
工
学
系
学
部
の
立
務
も
急
述
に
車
く
な

る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

次年度の計画はどうなるの?

平成9年度概算要求事項(案) 9 

談話室

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーノ寄附講座 9

13 
OTHERS 

その他の研究と設備

表紙イラスト/ハグルマクイクイ

目
世
紀
に
向
か
っ
て
大
き
な
時
代
の
転
換

期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
今

H
、
名
古
屋
大
学
工

学
部
工
学
研
究
科
で
は
、
こ
の
よ
う
な
時

代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
新
し
い
学
問
・

技
術
の
創
製
を
目
指
し
て
、
大
学
院
重
点
化

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
伴
う
教
育
・
研
究
環

境
の
警
備
に
努
め
て
き
た
。

例
え
ば
、
大
学
院
教
育
に
お
い
て
は
主
専

攻
科
目
、
副
専
攻
科
円
の
科
目
の
区
分
の
導

入
に
よ
る
、
ダ
ブ
ル

・
メ
ジ
ャ
ー
教
育
、
学

生
の
創
造
性
の
啓
発
を
目
指
す
総
合
工
学
教

育
セ
ン
タ
ー
構
想
の
試
行
、
ま
た
学
部
教
育

で
は
新
た
な

5
大
学
科
に
よ
る
総
合
的
な
学

部
教
育
の
推
進
等
、
教
育
内
容
の
充
実
を
図
り
、

ま
た
、
い
く
つ
か
の
新
時
代
に
適
応
す
る
研

究
セ
ン
タ
ー
等
の
新
設
構
想
の
設
定
や
、
級

新
の
大
型
設
備
の
設
問
を
は
じ
め
研
究
条
件

の
整
備
も
着
々
と
進
め
つ
つ
あ
る
。

名
古
屋
大
学
工
学
部
で
は
、
以
上
の
よ
う

な
観
点
か
ら
、
そ
の
自
律
的
努
力
に
よ
っ
て

研
究
・
教
育
の
活
性
化
発
展
を
図
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
が
、
同
時
に

C
O
E
大
学
と

し
て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、
皆
さ
ま

方
の
ご
理
解
と
他
大
学
、
研
究
機
関
及
び
社
会
・

産
業
界
と
の
新
た
な
連
携
・
協
力
を
阿
っ
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
な
要
件
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

ご
協
-Mを
心
よ
り
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。



今
年
度
を
駆
け
る
/
評
議
員

7
コ

古
屋
大
学
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
整

時

一
ペ
苛

備
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

間

一
本
研
究
科
で
も
、
将
来
の
教
育
・
研
究
プ
ラ

湖

一
ン
と
斉
合
さ
せ
つ
つ
、
ま
た
環
境
と
い
う
視

.
座
高

・
点
で
も
よ
り
よ
い
空
間
を
生
み
出
す
べ
く
検

叶
リ
句

"

福

司

・

日
刊
出
科
学

。
討
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
す
で
に
、
平
成
5

工

化

化

一
年
度
に
航
空
・
機
械
実
験
棟
、
水
理
実
験
棟
が
、

能

理

理

・

機

物

物

一
平
成
7
年
度
に
工
学
研
究
科

1
号
館

一
期
工

桝

州

州

1

事
が
完
成
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ

+
干
本
1

4
キ

・-
ラ
ト
リ
も
平
成

8
年
8
月
に
竣
工
す
る
。
こ

属

名

野

-

E
分

・
の
事
業
が
順
次
進
む
こ
と
に
よ

っ
て
、

訂
世

E

何
日

間

一
紀
に
は
、
研
究
と
教
育
そ
し
て
大
学
活
動
を

E
h
自

副

百
T

'一
支
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
現
れ

・・・・・・・・園田曽田園
F
F
1・

一
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
さ

E--zE閑

1aa--d岡
・
に
そ
の
礎
が
定
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
」

学
部
の
大
学
院
重
点
化
も
い
よ
い
よ

一

圃
園
大
詰
め
の
段
階
を
迎
え
、
平
成

9
年

・

度
に
ハ

ー
ド
に
当
た
る
組
織
づ
く
り
は

一
応

・

の
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

い

ら
は
ソ
フ
ト
に
当
た
る
中
昧
の
充
実
が
大
切

一

で
す
。
教
務
担
当
評
議
員
と
し
て
最
終
年
度

…

を
迎
え
、

・

①
計
算
機
援
用
工
学
教
育
の
充
実

①
専
門
研
究
能
力
、
研
究
創
造
能
力
、

総
合

一

指
導
能
力
を
有
し
、
国
際
性
豊
か
な
人
材
を

い

養
成
す
る
た
め
の
創
造
性
教
育
の
扱
進

一

①
学
部
四
年

一
貫
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
大

・

学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
不
断
の
改
革

・
充
実

・

に
つ
い
て
、
全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
大

一

学
院
重
点
化
後
の
将
来
構
怨
の
策
定
に
少
し

一

で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

.

日
同
民
間所属地圏環境工学専攻

講座名水環境工学

専門分野 水文学，河川工学

今

完
成
近
し
!
大
学
院
重
点
化

@ 地
周
環
境
工
学
専
攻

工学研究科流動型大学院システムの組織

@ 

@ 

命

咽

軍

命

咽

軍

命

咽

甲

品

切

ー物質
制
御
工
学
専
攻

材料機能工学専攻 l

材料プロセス工学専羽

原子紘工学専攻 | 

平成9年度改組予定 l 

分子化学工学専攻

生物縫能工学専攻

応用物理学専攻

領域専攻群

応用化学専攻

物質化学専攻

-・Eヨ~

物

理

工

学

科

mmuた
B
n
u
m
 

nrz
 

I
系

E
系

電気工学専攻
E 
系

工
学
研
究
科
1
号
館
完
成

キャンパス再整備の一環として10階建ての本

研究科1号館I期工事が完成し、約1年が経過
した。

応用化学・物質化学・分子化学工学・生物機

能工学の4専攻が主として使用するので、排 ー

気用ドラフト設備、高圧ガスの集中配管など、

安全と防災面の配慮が重視されている。

マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

一
〔

命

マ

命
W

群

F
{
(

E
E
E
-

攻

。

『
川
川
川
リ
白
川
川

専

E
I
E
E
1
4
1

齢一

l仇
U
川

Ul--

u

@ 

@ 

命
団
甲
命
咽
軍
命
団
V

品
川
甲

@ 

計
算
理
工
学
専
攻

平
成
9
年
度
新
設
予
定

エ
ネ
ル
ギ
ー
理
ヱ
学
専
攻

@ 

結
晶
材
料
工
学
専
攻

平
成
9
年
度
改
組
予
定

@ 

@ 

量
子
工
学
専
攻

電子工学専攻

電子情報学専攻

.蝋fIシステム工学専攻

建築学専攻

航空字宙工学専攻

電子縫被工学専攻

情報工学専攻

相直線工学専攻

土木工学専攻

W
系

V 
系

建物まわりの地形を活用し、 2階の玄関テラ

スを広く取り、その下の1階部分に共通学生

実験室を作るユニークな配置になっている。

また、玄関ロビーをゆったり取って、くつろ

ぎの場を提供する芯ど教育面の快適性も備え

ている。

平成6年度からスター卜した名古屋大学工学部の大学院重点化は、学部組織を5学科に統合し、大学院組織として、

18領域専攻とア複合専攻からなる流動型大学院システムを導入しようとするものである。平成8年4月時点で4年計画

の3年次分まで達成し、平成9年度に完成予定である。これによって、研究 ・教育の活動の中心が、学部かう大学院に

移行する。



工
学
部
新
装
備
を
備
え
て
未
来

-
高
熱
流
タ
イ
パ

l
タ
プ
ラ
ズ
マ
発
生
・
制

御
シ
ス
テ
ム

(代
表
教
山
口
/
高
村
秀

一
教
授
)

「地
上
に
太
陽
を
」
と
い
う
合
言
葉
で
進
め

ら
れ
て
き
た
核
融
合
研
究
で
す
。
そ
れ
は
み

ず
み
ず
し
い
地
球
の
美
し
き
、
命
の
多
彩
さ

を
生
み
出
す
力
を
創
り
出
そ
う
と
言
う
夢
に

あ
ふ
れ
た
研
究
で
す
。

人
類
は
、
燃
え
る
プ
ラ
ズ
マ
を
す
で
に
手

中
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
燃
え
統
け
る
プ

ラ
ズ
マ
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
立
ち
現
れ
る
大
き
な
問
題
点
は
、
壁
に

流
れ
出
す
太
陽
表
而
に
も
匹
敵
す
る
プ
ラ
ズ

周
辺
関
連
研
究
機
関

・
先
端
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

-
長
年
の
事
叶
う
!
建
物
一
部
増
設
!

研
究
棟

8
5
0
.平
方
メ
ー
ト
ル
の
憎
築
が

認
め
ら
れ
、

m月
頃
に
完
成
予
定
。

-
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
設
計
・
描
薗
シ
ス
テ
ム

ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
半
導
体
デ
バ
イ
ス
の
設

計
と
ウ
エ
ハ
お
よ
び
マ
ス
ク
上
へ
の
デ
バ
イ

ス
パ
タ
ー
ン
の
揃
聞
を
行
う
た
め
の
も
の
。

-
誓
同
慶
通
信
掠
術
開
発
シ
ス
テ
ム

「次
附
代
の
高
度
通
信
シ
ス
テ
ム
の
マ
ン
・

マ
シ

l
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
」
に
お
い
て

重
要
な
役
剖
を
巣
た
す
「
脳」

の
機
能
・
動

作
を
取
り
入
れ
た
、
新
し
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
の
開
発
を
行
う
た
め
の
も
の
。

-
気
相
選
択
成
長
装
置

半
導
体
プ
ロ
セ
ス
の
基
本
技
術
で
あ
る
薄

膜
成
長
技
術
、
不
純
物
導
入
技
術
な
ど
を
利

則
し
て
、
次
刊
代
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
半
導
体
デ

バ
イ
ス
作
製
に
必
須
と
な
る
選
択
的
初
版
成

長
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
す
る
た
め
の
装
出

へG
O
!

マ
の
熱
流
の
制
御
で
す
。

本
山
公
世
は
、
こ
の
た
め
の
研
究
を
す
る
た

め
に
本
学
に
設
制
さ
れ
た
、
仰
界川以一日
川
性
能

の
プ
ラ
ズ
マ
発
生

・
制
御
シ
ス
テ
ム
で
す
。

(阿
A
)

・
構
造
物
鐸
勤
盤
動
実
験
シ
ス
テ
ム

(代
表
教
官
/
松
尾
稔
教
綬
)

安
心
で
き
る
都
市
の
実
現
の
た
め
の
新
兵

器
が
登
場
し
ま
し
た
。
地
震
の
際
の
揺
れ
を

再
現
す
る
振
動
台
、
名
古
屋
市
内
の
嬬
れ
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
強
震
制
測
ネ
ッ
ト
、
そ
し
て、

指
れ
の
大
き
さ
か
ら
県
内
の
被
持
を
椛
定
す

る
即
時
地
一炭
被
符
予
測
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ

れ
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
相
互
利

川
で
き
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
す
。

(図
B
)

園
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
操
シ
ス
テ
ム
模
鑓
装
置

(代
表
教
宵
/
大
熊
繁
教
授
)

二
十

一
世
紀
に
お
け
る
工
、
ネ
ル
ギ

l
併
制
限

シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
と
き
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生
、

蓄
積

'
変
換
お
よ
び
利
用
に
関
す
る
個
々
の

問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
有

機
的
な
述
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
装
組
は
、
ケ
ミ
カ
ル
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
述

統
制
測
装
組
、
凶
体
表
而

物

理

化

学
構
造

分
析
装
別
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ

構造物耐震試験

LANインターフェイス

ワークステ-~〆ヨン

地中設置地震計

(1立IA)

地上設置地震計

(1災1s) 

-
理
工
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

-
ナ
ノ
ス
ケ
l
J

評
価
シ
ス
テ
ム

半
導
体
、
金
岡
山
の
封
子
柿
造
を
ナ

ノ
ス
ケ
ー
ル
で
制
御
し
た
複
合
材
料

を
作
製
し
、
超
高
得
度
の
光
記
録
材

料
な
ど
の
開
発
を
行
う
た
め
の
装
置

(図
D
)

匡彊罷週

• 
-。.
--E--a 
価
四

a
f

自.

ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ミ
カ
ル
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
の
排
出
ガ
ス
の
組
成
を
而
速
で

制
測
分
析
し
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
熱
効
率
な

ど
の
迎
転
性
能
を
解
析
し
ま
す
。
国
体
表
而

の
物
却
化
学
的
精
進
を
分
析
し
、
次
世
代
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
材
料
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
上
で
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
装

置
の
設
計
開
発
を
行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環

シ
ス
テ
ム
の
基
鍛
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

(凶
C
)

(1きIC)

(図E)

-
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ボ
ラ
ト
リ

-
高
次
機
能
ナ
ノ
プ
ロ
セ
ス
掠
術
構
築
シ
ス

テ
ム次
世
代
の
分
子
配
列
制
御
に
よ
る
多
機
能

材
料
、
超
高
需
皮

・
日
述
低
電
力
の
屯
子

デ
バ
イ
ス
、
マ
イ
ク

ロ
マ
シ
ン
川
極
微
デ
バ

イ
ス
等
の
開
発
の
た
め
に
必
要
な
一向
次
機
能

ナ
ノ
プ
ロ
セ
ス
技
術
を
構
築
す
る
。

(図
E
)

(1玄ID)

梢
成
内
訳

(l
)
電
子
線
緩
用
微
制
加
工
・

作
成
シ
ス

テ
ム(2)
ナ
ノ
構
造
設
計
シ
ス
テ
ム

(3)
電
子
励
起
エ
ピ
タ
キ
シ
l
装
出

(4)
表
而
評
側
分
光
袋
出



名古.大学工学..=ユース

平成8年度学生数 -

-大学院学生

専攻
目u期課程 後期課程

合計
1 年 2 年 1 年 2 年 3 年

応用化学専攻 29 42 4 7 82 

物質化学専攻 23 23 2 6 54 

分子化学工学専攻 34 40 4 7 85 

生物機能工学専攻 21 23 6 50 

材料機能工学専攻 33 33 2 9 78 

材料プロセス工学専攻 36 34 3 8 5 86 

応用物理学専攻 32 25 5 4 4 70 

原子核工学専攻 24 29 2 3 3 61 

電気工学専攻 35 37 3 6 81 

電子工学専攻 23 24 3 5 55 

電子情報学専攻 35 29 12 2 78 

情報工学専攻 52 47 7 6 7 119 

機械工学専攻 29 32 3 7 3 74 

機械情報シスァム工学専攻 27 23 3 2 3 58 

電子機械工学専攻 32 33 6 5 5 81 

航空宇宙工学専攻 27 24 3 3 5 62 

土木工学専攻 30 28 6 4 7 75 

建 築学 専 攻 34 32 8 10 6 90 

結晶材料工学専攻 25 23 4 8 5 65 

1也圏環境工学専攻 36 31 4 4 5 80 

エネルギ一理工学専攻 34 41 11 6 92 

マイクロシステム工学専攻 33 .34 3 4 7 81 

量子工学専攻 34 33 7 12 2 88 

物質制御工学専攻 41 9 50 

機械工学専攻及び
機械工学第 2専攻

電気工学専攻・電気工学
19 19 

第2専攻及び電子工学専攻

応用化学専攻及び
8 8 

合成化学専攻

材料機能工学専攻及び
材料プロセス工学専攻

化学工学専攻 7 7 

航空工学専攻

合計 759 720 120 128 102 1829 

-平成8年度留学生国別総数

.学部学生

学科名 1 年 2 年 3 年 4 年 合計

化学 ・生物工学科 170 170 

材料科学・物理工学科 217 217 

電気電子・情報工学科 214 215 429 

機械・航空工学科 194 208 195 597 

社会環境工学科 98 98 

機 械 工 学 科
2 6 150 

縫械情報シスァム工学科
142 

電 気 学 科

電 子 工 学 科 15 144 185 344 

電子情報学科

応 用 化 で件F‘ 科
87 84 98 269 

物 質 イ七 学科

材料機能工学科
125 110 120 355 

材料プロセス工学科

分子化学工学科 53 54 65 172 

航 空 学 科 39 40 

応用物理学科 63 56 71 190 

土 木 工 学 科 56 49 52 157 

建 築 学 科 52 52 59 163 

原子核工学科 57 47 62 166 

電子機械工学科 4 73 77 

情 幸匝 工 学 手ヰ 10 68 90 168 

生物機能工学科 38 39 42 119 

合計 893 982 908 1098 3881 

(注)この表は平成8年5月1日現在の在籍数(外国人留学生も含んだ総数)を表わします。

£函理?? 工 づ~‘- 吉日
合計 £函理?? 工 持づd与、 昔日

口計
国費 外国 私費 国費 外国 私費

中 国 7 83 90 工 ジ ブ 卜 4 5 

韓 国 5 15 20 ド イ 1ツ 2 2 

インドネシア 5 4 2 11 〆、く ト ナ ム

タ イ 3 2 2 7 シ リ ーノヲ 2 2 

J¥ングフアイシユ 3 3 ブ Jレ ガ リ ーノヲ

~ ヤ ン マ 5 6 モ ロ ツ コ 2 2 

アメリカ合衆国 5 5 モ ン ゴ )[J 

マ レ シ ア 3 6 9 〆、c )[J 

フ イ り ピ ン 2 〆、ミ jレ ギ

イ ン ド 力 ン ポ ジ ーノヲ

ス リ フ ン カ 2 2 フ オ ス

ブ フ ジ Jレ 2 2 サウジアフピア

イ フ ン 3 4 チ リ

Jレ マ ーノヲ ヴ工ネズ工フ

合計 50 12 122 184 

(注)乙の数字は研究生を含む。

平成8年度工学部各騒員会委員長名簿

委員会名 委員長

学科長専攻主任会 会ヴム~ 昔日 長

改組委員会 学 昔日 長

自己評価実施委員会 後藤 俊夫

教育体制委員会 山本 尚

教務幹事会 金 川 炉開

整備委員会 浅井 滋生

キャンパス専門委員会 高井吉明

工学部運営検討委員会 原口紘来

国際交流委員会 末松良一

予算・決算委員会 みブ品~ 部 長

あり方委員会 キヰ 良嗣

学生生活委員会 毛利佳年雄

安全委員会 十~ 吉日 長

教室安全委員長会議 回 選忠顕

図書委員会 河出 j青

) 紀要編集委員会 河出 j青

原子力委員会 松井恒雄

組換えDNA実験安全委員会 後藤 繁 縫

実験実習工場運営委員会 大久保仁

教育研究支媛体制検討委員会 後藤俊夫

() 

平成8年度学科長・寧女主任名簿

学科専攻名 氏名 内線 研究室

応用化学専攻 原口紘燕 4603 新1号館8階 817 

物質化学専攻 j峯木泰彦 3335 新1号館10階 1011 

分子化学工学専攻 高橋勝六 3391 旧1号館1階北 155 

生物機能工学専攻 飯島信司 4275 新1号館6階 602 

材料機能工学科 松井正顛 3567 5号館3階 349 

材料プロセス工学科 野村宏之 3370 5号館3階 335 

応用物理学科 石橋善弘 3597 2号館2階南 207 

原子核工学科 山本一良 3783 8号館3階南 309 

電気工学専攻 松村年郎 3316 2号館地下北 059 

電子工学専攻 津木宣彦 3321 5号館3階東 371 

電子情報学専攻 小 )11 H月 4433 5号館4階東 463 

情報工学専攻 阿草清滋 3302 9号館5階西 529 

縫械工学専攻 阿部 久 4490 2号館1階南 131 

機織情報システム工学専攻 中村育雄 4486 3号館2階南 215 

電子縫械工学専攻 石田幸男 2790 航空・機械実験棟2階

航空宇宙工学専攻 曽我丈夫 4402 3号館1階北 173 

土木工学専攻 j菱岡 額 4621 3号館1階北 159 

建築学専攻 谷 川 恭雄 3580 4号館4階北 426 

結晶材料工学専攻 安田幸夫 3817 8号館2階南 211 

量子工学専攻 松井恒雄 4682 6号館3階 323 

1也圏環境工学専攻 松岡 譲 3347 9号館2階 227 

エネルギー理工学専攻 高村秀一 4424 5号館4階東 419 

マイクロシステム工学専攻 佐藤一雄 5223 3号館3階南 311 

物質制御工学専攻 泉 有亮 4495 4号館2階 217 

来本学はダイヤルイン方式に拡っておりますので‘ 789-(内線番号)を回していただければ、直態研究室
につながります。

*現在、平成9年度の完成に向けて、大学院重点化に進行中のため、重点化された専攻を 00専攻と表
記し、来年度重点化される専攻については、 00学科と表記した。

。

∞O
×
 

1 



平
成
9
年
度
概
算
要
求
事
項
(案
)

【
工
学
研
究
科
】

こ
れ
に

τ完
成
は
る
か
?

大
学
院
甫
点
化
完
成

-H系
(
材
料
機
能
工
学
専
攻
、
材
料
プ
ロ

セ
ス
工
学
専
攻
、
応
用
物
理
学
専
攻
、

原
子
核
工
学
専
攻
)

-
結
晶
材
料
工
学
専
攻

専
攻
の
新
設
弔
定
計
算
理
工
学
専
攻

実
対
象
の
モ
デ
ル
化
や
解
明
を
行
う
際
に

直
面
す
る
基
礎
的
課
題
の
研
究
と
、
そ
の
解

決
の
た
め
の
数
開
的
方
法
論
の
開
発
及
び
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
多
元
的
高
度
利
用
環
境
の
シ

ス
テ
ム
開
発
を
通
し
て
、
新
し
い
工
学
(
科
学
)

原
理
と
計
算
資
源
開
発
予
法
の
確
立
を
円
指

す
教
育
・
研
究
を
行
う
。

材
料
機
能
工
学
科
、
材
料
。
プ
ロ
セ
ス
工
学
科
、

応
用
物
理
学
科
及
び
脈
子
核
工
学
科
を
大
学

科
の
「
物
理
工
学
科
」
に
丙
編
成
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

総
合
工
学
教
育
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
新
設
を

検
討引μ
陀
紀
に
向
け
て
社
会
か
ら
の
要
請
が
ま

長
首
長
/
が
、

ヨ
両
三
日
d
ヨ
/

P

首
曹
を
語
れ
る
人
材
よ
、
い
で
よ
!

名
古
屋
大
学
に
、
若
人
が
語
り
、
未
来
に
先
を
あ
て
る
、

ン
チ
ャ
I
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

す
ま
す
強
く
な
る
複
眼
的
な
視
野
を
持
ち
、

真
に
創
造
性
思
か
な
人
材
を
供
給
す
る
た
め
、

総
合
性
・
創
造
性
教
育
を
専
門
と
す
る
頭
脳

集
団
を
集
結
し
、
工
学
研
究
科
博
士
課
程
前

期
課
程
を
主
対
象
と
し
て
従
来
の
専
攻
や
講

座
単
位
の
同
質
集
同
の
グ
ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
ス
に
よ
る
専
門
性
の
深
化
に
基
づ
く
創

造
性
教
育
に
加
え
て
、
異
集
団
の
グ
ル
ー
プ

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
基
づ
く
総
命
的
視
野
の

緬
養
に
よ
る
創
造
性
の
活
性
化
を
行
う
教
育

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
を
円
的
と
し
た
セ

ン
タ
ー
の
設
慣
を
熱
望
し
て
い
る
。

ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

大
学
院
を
中
心
と
し
た
独
創
的
研
究
を
躍
進

そ
ん
な
魅
力
的
な
ク
リ
エ
l
テ
ィ
7
・
ス
ペ
ー
ス
が
産
声
を
上
げ
る
。

文
部
省
は
、
平
成

7
年
度
補
正
予
算
で
、

同
立
大
学
の
大
学
院
に
お
い
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
-

ビ
ジ
ネ
ス
の
刷
茅
と
も
な
る
べ
き
独
創
的
な

研
究
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
一
品
・
度
の

専
門
的
職
業
能
力
を
持
つ
創
造
的
な
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
優
れ
た
教

育
研
究
実
績
を
有
し
、
各
地
域
の
拠
点
と
な

る
べ
き
国
立
大
学
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
-
ビ
ジ

ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ

l
(
V
B
L
)
を
設
関

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

本
学
で
は
、
工
学
研
究
科
を
中
心
に
理
学

研
究
科
、
経
済
学
研
究
科
、
理
工
科
学
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
等
と
も
協
力
し
、
「
古
川
次
機
能

ナ
ノ
プ
ロ
セ
ス
技
術
に
関
す
る
研
究
」
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
、

4
階
建
て

2
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
の
研
究
実
験
棟
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
建
物
は
、

8
月
頃
に
は

完
成
予
定
で
あ
る
。

f 

8四perT叩~
カVBLの特色は
実践性=新産業創出につ砿がる

ベンチヤー型研究開発

や高度専門職業人の養

成という実践的なプロ

グラムであること

創造性=大学院生・若手研究者

の自由な発想や創造性

を重視したプログラム

であること

総合性=研究科・専攻の枠を超 「

えた総合的・学際的フ 。
ログラムであること

開放性二先進諸国の研究者や産

業界との交流を推進す

るプロクラムであると

と

カ他の10大学はどこ?

①北海道大学 ②東北大学

③筑波大学 ④東京大学

⑤東京工業大学 ⑥京都大学

⑦大阪大学 ⑧神戸大学

⑨広島大学 ⑩九州大学ケール目立体構去を持つ逗LSI寄の辛語体
スの富IJ=室哲f

この笠詩需完に

よってi'1:I吉れ
うる製嘉吉司

門
型
的

7 
Jーレ

本ラボラトリの目的及び研究内容

次世代の材料・デバイス(複合的な援能を持った材料.窪めて高度で多くの告豊能を併せ持

った半導体デバイス，マイクロマシン用極微デパイズ等)を創製するために必要な，ナノス

ケールの超精密・超微細プロセス技舗を開発・確立する.これによって，ベンチャービジネ

スの萌芽となる成果を得ると共に，創造的な人材の養育を目指す.

するた たり.湾

震を際去したりするプロセス技術を開発

.手ピーふ

...ープーや寝苦
償訴宮室巳よる
明言存晋

一一・'J!>停
アJヲイA ~y~4 
の4勾oi

E " ・'CV Y J'Þ./"'Y.Y_ ~.-v ~ 
I -一一一 レ

ナノコ
デバィ

f 次世代のマイクロマシン用材料・歪主主アク } 
1 テュエータ等を創製するために，ナノスケ 1 
1 ールで加工したり，薄謀を芝干置させたりす i 
i るプロセス技術を開発 i 
i 一一一 1 1 伊町ずる i 
Iマイ7ロマ'!/:/百龍王室 戸町 E 

;7ヲチュエーヲの担能 ど咽 ゴ 芹ーー、 s 
l材再ml'1謡言街 -~三重~ H~ ~辛~ I 

1 H11H 号 j
! こり醐眼 目ヲて + i 
! fJColeTtう奇:::.轟111 ! 
I r~ i 
i 'l:~~ _) ! 

! ¥hfF i 
l - ェータ ! 

医窪局マイヲロロポット i 

i7?テコエィ:マイ?D?;.，ンの可勘当分モ伽すため
のデバイス

注】マイクロメータ 百万分の一メートル

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

「高次機能ナノプロセス技術に関する研究」の概要

これまでの技術

比較的単純な分子患の配列制御による.主と

して単一程能をき寺った材料の作製

盛議議

次世代の復合釣後能を持った材科をI1J裂
するために.ナノスケールで分子層を極

めて精密に制御するプロセス技術を開発

ふ十
• 

}
 
Z-
e

阿国間四と高層増眉雲旺時
間

1
1
7

え

副

こ

、

倒

切

町

回

目

事

岨

聞

製

伺

龍

材

街

副

a自

国

軍

つ

芸

て

裂

含

持

の

つ

る

彊

モ

こ

よ

う

;a;星計 出o ~--

A、立f::: I 

高効率太陽電池に温度計

などの他の語能モf功日し
た復会担能材科

q 

1)超難分解性物質を人類の持つ最強の物理手段及び化学

手段にて、分解無害化及びこれらの分解物のリサイク

ル化の研究並びに産業廃棄物の処理について研究する

センター

2)災害発生後を対象に被害を受けた個々のシステムをい
かに臨機応変に統合すれば破害を軽減できるのか研究し、

とれを事前の対策の中に用意しておくための研究、開

発を目的とするセンターを現在検討しているが.要求

→実現の可能性は?
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保
露
呈
/
青
白
閲
覧
心
竪

」
」
三
回
目

A
3
n
d
ヨ
/
盛
岡

mm当
副
同
関
口

東
海
の
雄
が
動
き
出
す
!

工
学
部
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
働
が
最
強
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
来
る
剖
世
紀
を
見
据
え
る

名
古
屋
大
学
で
は
初
の
試
み
!

4
月
か
ら

4
年
間
、
寄
附
講
座
、
広
川
附
研
究

部
門
開
設

大
学
と
社
会
と
の
一
附
広
い
辿
携
や
大
学
の
教

育
研
究
の

一
回
の
盟
寓
化
、
活
発
化
に
則
純

平
成

8
年
度
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
(
株
)
は
工

学
部
に
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
バ
イ
オ
メ

カ
ニ
ク
ス
(ト
ヨ
タ
)
寄
附
前
座
」
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
寄
附
前
肢
は
、
機
械

関連分野と役割

• 
寄
附
研
究
部
門

工
幸
専
攻
の
中
に
設
叩
飽
き
れ
、
来
る
べ
き
一向
的
・

高
柄
祉
社
会
に
お
け
る
健
康
安
全
快
適

楽
し
さ
と
い
っ
た
而
で
質
の
高
い
人
間
生
活

を
支
援
す
る
新
し
い
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
分

野
の
研
究
教
育
を
対
象
と
し
、

4
年
間
で
寄

附
金
総
額
は
2
億
円
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
(
株
)
の
寄
附
誠
一
肢
は
、
東

京
大
学
の
「
グ
ロ
ー
ブ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

ト
ヨ
タ
」
(
引
年
間
月
か
ら

3
年
川
)
に
次
い

で
2
一
反
日
と
な
る
。

---v 

「

理
工
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
l
と
中
部
電
力
察
組
ん
で
ト
ド
研
究
部
門
を
発
足

性&口総--V 

性端先

‘….:支援

-エネルギーカスケーデイング

・デマンドサイドマネジメント

・ライフサイクルアセスメン卜

・電濁構成の最適化 忽ど

環境調和型エネルギーシステムを目指して

-太陽光発電

・バイオマス

.超電導妓術・C02削減

エネルギーシステム
寄附研究節門

要請し・・・砂

人体挙動解析

質の高い
人間生活

傷害防止

健康

安全

快適

楽しさ

-・4
句

高
齢
社
会
/
高
福
祉
社
会

損傷・治療・強化

運動機能・スポーツ

生命支援材料・機器

中
部
電
力
(
株
)
の
寄
附
研
究
部
門
は
、
地
球

規
模
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
問
題
を
見
据
え

な
が
ら
、
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の

構
成
や
迎
用
法
、
そ
れ
に
必
要
な
技
術
の
開

発
を
行
い
、
寄
附
総
額
は
、
4
年
間
で

1
億

4
千
万
円
。

8uper Topics 

陽

直樹

丈佳

.STAFF. 

加藤

早川

.連絡先・

茅客員教授

助教授

手助

寄附講座とは、民間等からの

寄附に基づいて設置されるもので、

教員の選考、教育研究の内容、

方法等については、国立大学等

が主体的に企画し運用する。

全国の大学等での設置状況は、

22大学(46寄附講座・ 8寄附研

究部門)、 1大学共同利用機関(1 

寄附研究部門)・平成ア年10月現

在 運動補助・介護機器

5
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干464-01 名古屋市千種区不老町

名古屋大学理工科学総合研究センター

TEL 052・789-2098，5373 

FAX 052-789-5374 

E-mail hayalくawa@cirse.nagoya-u.ac.jp

tlくato@cirse.nagoya-u.ac.jp

ヒューマンライフ支援
バイオメ力ニクス

客員教授 J.力イザー
TEL 052・789・5210FAX 052・789・5030

助手劉 彦
TEL 052・789・5211/052・789・2722

会寄附講座開設のポイン卜

( 1 )開設期間は 2~ 5 年間で

すが、更新することもで

きます。

( 2 )寄附金の受入れは一括で
も毎年度に分割でも可能。

( 3 )寄阿講座・寄阿研究部門

の名称に寄附者の名称を

付すこともできます。

11 12 



そ
の
他
の
研
究
と
設
備

-ケミカルガスタービン用高温高圧燃焼器

新しく開発中の高効率ガスタービン(ケミカルガスタービン)に用いるための高温・高

圧燃焼試験装置。全てコンピュータで制御され、現象を解析するために、レーザー誘

起蛍光法と呼ばれるレーザー測定装置が用いられている。(手前にあるカメラ、レンズ

類はレーザー測定装置の一部である。)

新井紀男/高温エネルギー変換研究センター浅井滋生/材料プロセス工学科

目i

-深冷壁熱拡散塔による水素同位体分離に関する研究

本装置の常温冷壁熱拡散径は、安定問位体分磁の工学的研究を目的として昭和55年度

に設置され、同年度建設の、全1或がトリチウム(1lO-mCi/day)とC-14(5mCi/day)使

用のRI管理区域に指定された同位体分隊実験室に鋸え付けられた。本装置による実験

と解析によって、従来に比較して桁違いの分隊性能を有する深冷壁熱j広散縫が着想さ

れた。

13 

山本一良/原子被工学科

-磁場勾配がロウソクの炎の形を
変える。

磁石の中央部に置かれた炎(下図)は通常の形であ

るが、磁石の端では賀状(右図)に変形する。磁力

化に起因する現象と考えられ、 燃焼への応用が期

待できる。

2 

平板型の11&着剤lモジュールを装策した服着器で権成され

る冷熱製造用スーパー活性炭/工タノール系吸着ヒート

ポンプの実験装置

.3次元微細加工技術IHプロセス
(マイクロ光造形法)

IHプロ竹スを用いて試作された直径50μmの高分

子コI¥. .J.ね(左図)とIHプロセスとシリコン半導

体プロセス鶴拾したMlFS(マイクロ集積流体恒路)

(下図)。この妓術の実用化によって、将来、科学

やバイオテクノロジー分野では化学集積回路(化学

ICチップ)が分析や合成のツールとなることが期待

されている。

生田幸士/マイクロシステム工学専攻架谷昌信/エネルギー理工学専攻

120 
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スーパー活性炭/工タノーJレ系吸着ヒートポンプ捌蛸E

(Qout、QQoutl立、高温熱源、 f!5lA熱源の温度を350K

および273Kとした場合の冷熱出力および;令熱発生量、

1 st、2ndpnαコessl<l:初回および2回目操作を表わす)
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